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Abstract. This study aims to clarify what factors made and transformed‘teaching 
style’ in physical education of Elementary School Teacher A through interpreting a 
life history of Teacher A. The results are summarized as following points. 1. The
‘teaching style’ of Teacher A on physical education in the I period (1982.4-1987.3) 
was made by factors of ‘belief as a teacher’ and ‘school tradition of Attached 
Elementary School B and chances of professional development’. 2. The ‘teaching 
style’ of Teacher A in the II period (1987.4- 1991.3) was transformed by factors of 
‘meeting with Mr. Toshio Nakamura belonging to Gakko Tiiku Kenkyu Doshikai’ and 
‘anxiety of lack of the specialty concerning physical activities’. 3. The ‘teaching style’ 
of Teacher A in the III period (1991.4-1996.3) was transformed by factors of ‘his 
reflection about his specialty on teaching movement skill’ and learning of a concept of 
‘observation of others’ and ‘self-observation’ concerning movement process in 
"Bewegungslehre-Sportsmotorik" (Kurt Meinel et al., 1987). 4. The ‘teaching style’ of 
Teacher A in the IV period (1996.4-2003.3) was transformed by factors of influences 
from educational content theory by Mr. Yasuaki Izuhara belonging to Gakko Tiiku 
Kenkyu Doshikai. 
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3 研究の方法  
3-1 対象の説明  
表 1 のように，対象とする A 氏は，1958 年に
生まれ 1982 年 3 月に B 大学教員養成学部を卒業



















 インタビューは表 2 のように，第 1 次，2 次，3
次，4 次，5 次と 5 回実施した。そこでは，その









表 2 インタビューの概要 
期日 参加者 内容
第1次インタビュー 2015年7月25日 A氏、調査者 教師になる前の教職をめざした契機やエピソード
第2次インタビュー 2015年6月5日 A氏、調査者、D氏 第１次インタビューの解釈の発表と確認
第3次インタビュー 2015年9月22日 A氏、調査者、D氏 「授業スタイルの形成」及び「授業スタイルの変容」
第4次インタビュー 2015年12月25日 A氏、調査者、D氏 「授業スタイルの変容」
第5次インタビュー 2016年7月5日 A氏、調査者、D氏 「授業スタイルの変容」の契機としての困難  
  
3-3 分析の方法 











表 1 A 氏の学歴及び経歴 
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え，その関係を図 1 のように示した。 
「内的妥当性」を高めるために，2015 年 7 月




8 年間 B 国立大学附属小で体育専科教師の同僚と
して働いた経験を持つ D 氏とこの結果について
協 議 し 「 仲 間 同 士 で の 検 証 」 ( メ リ ア
ム,2004,p.298.）を行った。双方とも両者が結果
に納得するまで協議を続けた。 
 2015 年 9 月 22 日，同年 12 月 25 日，翌 2016








4-1  「教師としての信念」 











図 1 A 氏の「授業スタイル」の形成と変容
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図 1 A 氏の「授業スタイル」の形成と変容
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【Ⅳ文化としてのスポーツを教えるための体育理論学習の実験的実践 1996.4-2003.3】  
 
 A 氏の「授業スタイル」は，第 1 次インタビュ








































図 2 ならびっこゲームの試合 
 




木　原　成一郎  ・  林　　　俊　雄  ・  大後戸　一　樹
− 84 −

























図 3 ならびっこゲームの攻め方と守り方 
  















A 氏は，1984 年 12 月に採用 2 年目に 2 年生の
ドッジボールの授業の実践記録を発表した。（「体
育の授業における評価活動とその組織化」『学校教

















図 4 「評価活動の組織化」 
 

















最初からそれはあった。」（A 氏第 3 次インタ























氏第 1 次インタビュー，6 月 5 日） 
 












ったと思いますね。」 （A 氏第 3 回インタビュ






4-2-4 【Ⅰ集団思考場面の構成と発問研究 1982.4- 
1987.3】運動教材の教材解釈による教科内容把握
の必要性 






















とだったんですよ。」（A 氏第 3 回インタビュ












いか，そのくらい。」（A 氏第 3 回インタビュ
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図 5 ゴール前の 2 人対 2 人の攻守の練習 
 






















































ッカーの実践記録」『体育科教育』1989 年 9 月号） 
 担任の 2 年生で「全員シュート」の達成を目標
とするサッカーの授業を行ったが，クラスで 1 名
だけシュートできなかった NG さんが授業の最後
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図 8 1884 年第 1 回女子ウィンブルドンテニス大会 




















(2015,12,15 第 4 次インタビュー) 
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